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資 料 １資 料 １資 料 １資 料 １

函館線（函館・小樽間）の旅客流動調査・将来需要予測調査の結果について

１ 調査目的

北海道新幹線の札幌開業（平成47年度予定）に伴い、並行在来線である函館線の「函館・

小樽間」（56駅、287.8km）がＪＲ北海道から経営分離されることから、同区間における現在の

旅客流動の実態等を把握するための調査を実施し、その結果を踏まえた将来需要予測を行う

ことにより、今後の地域交通のあり方の検討に必要な基礎資料とする。

２ 旅客流動調査（ＯＤ調査）

（１）調査内容

①調査日

平成２３年１１月８日（火） 終日 （始発から終着まで）

②調査対象

普通列車利用の全旅客（乗車券を所持しない幼児は除く）

※対象列車数：８４本（函館・長万部間４９本、長万部・小樽間３５本）

③調査項目

利用区間（ＯＤ）、利用券種、利用目的、各駅乗降者数など

※ＯＤ： Origin （出発地、本調査では乗車駅） と Destination （到着地、同降車駅）

（２）調査結果

【 区間別 】【 区間別 】【 区間別 】【 区間別 】

区間全体（函館・小樽間） 区 間 別

区 分 OD調査結果 年間補正後 函館・長万部間 長万部・小樽間

（11月8日） （H23年） 147.6㎞ 140.2㎞

乗車人員（人） ５，１１９ ５，２５０５，２５０５，２５０５，２５０ ２，９１３（55.5%) ２，３３７（44.5%）

輸送密度（人/日） ３８９ ３９５３９５３９５３９５ ３２６ ４６７

※輸送密度：旅客営業１km当たりの1日平均輸送人員を示す指標。利用者の乗車距離が加味される

ため、乗車人員に比べ、対象区間の輸送の実態を表すのに適している。

※年間補正：今回のＯＤ調査結果は１１月の平日１日のデータであることから、これを年間の平均的な

1日となるように、過去のパーソントリップ調査のデータを活用して補正。

【利用券種別（年間補正後）】【利用券種別（年間補正後）】【利用券種別（年間補正後）】【利用券種別（年間補正後）】

区 分 定 期 券 普通券・回数券等

通勤定期 通学定期 定期計 （定期外）

乗車人員（人） ８５０（16.2%） ２，２４０（42.7%） ３，０９０３，０９０３，０９０３，０９０（58.9%） ２，１６０２，１６０２，１６０２，１６０（41.1%）

輸送密度（人/日） ４５ １７４ ２１９ １７６２１９ １７６２１９ １７６２１９ １７６
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（３）調査結果の分析

①乗車人員

・ 今回の調査による函館線（函館・小樽間）の普通列車の乗車人員は５，２５０人５，２５０人５，２５０人５，２５０人となってい

る。券種別内訳を見ると、通勤定期が８５０人（16.2%）、通学定期が２，２４０人（42.7%）、普通

券・回数券等（定期外）が２，１６０人（41.1%）と、定期券の利用が約６割となっており、主に沿

線住民の通勤・通学の足として利用されている。

・ 区間別では、函館・長万部間（147.6㎞）が２，９１３人（55.5%）、長万部・小樽間（140.2㎞）が

２，３３７人（44.5%）となっており、沿線人口の多い函館・長万部間が２割程度多くなっている｡

函館・長万部間のうち、函館・渡島大野間（17.9㎞）が２，１１３人と約７割を占めている。

・ 駅別では、始発駅となる函館（770人）、小樽（以遠からの乗車含め801人）のほか、函館や

小樽方面への通勤・通学利用が多い七飯（469人）や余市（532人）などが多くなっているが、

逆に１日の乗車人員が10人未満の駅は21駅となっている。

【区間別乗車人員】【区間別乗車人員】【区間別乗車人員】【区間別乗車人員】

【駅別乗車人員】【駅別乗車人員】【駅別乗車人員】【駅別乗車人員】
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②輸送密度

・ 今回の調査による函館線（函館・小樽間）の普通列車の輸送密度は３９５人３９５人３９５人３９５人/日日日日となってい

る。平成27年度の新函館（仮称）開業に伴い、ＪＲから経営分離される江差線（五稜郭・木古

内間）760人/日の約半分程度であり、並行在来線の経営分離に伴い設立された道外の第

三セクター鉄道（青い森鉄道、肥薩おれんじ鉄道）と比較しても、輸送密度は非常に少ない

状況となっている。

・ 区間別では、函館・長万部間が３２６人/日、長万部・小樽間が４６７人/日となっている。函

館・長万部間のうち、函館・渡島大野間は１，５１５人/日と全区間の輸送密度（395人/日）を

大きく上回っており、これは函館方面への通勤・通学や通院、買物等の利用が多いためと

考えられる。同じような傾向が、小樽方面への利用が多い余市・小樽間（1,599人/日）でも見

られる。

【区間別輸送密度】【区間別輸送密度】【区間別輸送密度】【区間別輸送密度】

青い森鉄道と肥薩

おれんじ鉄道は、

券種別内訳不明

【区間別輸送密度（主な区間【区間別輸送密度（主な区間【区間別輸送密度（主な区間【区間別輸送密度（主な区間））））】】】】

※ 利用客が多い函館～七飯間、余市～小樽間等については、本調査データを基に道において別途計算。
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３ 将来需要予測調査

（１）調査内容

①現況分析

国勢調査結果（H12年、H17年、H22年）から、函館線（函館・小樽間）沿線市町の人口推移

や通勤・通学状況を整理・分析した。

②将来需要予測

ＯＤ調査の結果を踏まえ、国立社会保障・人口問題研究所の将来人口推計（H20年12月）

による沿線市町の人口変化率を基本とし、新幹線開業に伴う特急利用からの転移などを考

慮した上で、開業予定年（平成47年）及び開業１０年後（平成57年）における将来需要を予

測した。

（２）調査結果（推計値）

H23(2011)年 H47(2035)年 H57(2045)年 減 少 率

区 分 現況 開業予定年 開業10年後 H23→H47 H23→H57

乗車人員（人） ５，２５０ ３，３７２ ２，９０３３，３７２ ２，９０３３，３７２ ２，９０３３，３７２ ２，９０３ ▲ 35.8% ▲ 44.7%

輸送密度（人/日） ３９５ ２６３ ２２４２６３ ２２４２６３ ２２４２６３ ２２４ ▲ 33.4% ▲ 43.3%

①Ｈ４７（2035）年：開業予定年

【 区間別 】【 区間別 】【 区間別 】【 区間別 】

区 分 H47(2035)年 区 間 別

開業予定年 函館・長万部間 長万部・小樽間

乗車人員（人） ３，３７２ １，９７７（58.6%) １，３９５（41.4%)

輸送密度（人/日） ２６３ ２３７ ２８６

【利用券種別】【利用券種別】【利用券種別】【利用券種別】

区 分 定 期 券 普通券・回数券等

通勤定期 通学定期 定期計 （定期外）

乗車人員（人） ５２１（15.5%） １，１６０（34.4%） １，６８１（49.9%） １，６９１（50.1%）

輸送密度（人/日） ２８ ９２ １２０ １４３

②Ｈ５７（2045）年：開業１０年後

【 区間別 】【 区間別 】【 区間別 】【 区間別 】

区 分 H57(2045)年 区 間 別

開業10年後 函館・長万部間 長万部・小樽間

乗車人員（人） ２，９０３ １，７３７（59.8%) １，１６６（40.2%)

輸送密度（人/日） ２２４ ２０５ ２４４

【利用券種別】【利用券種別】【利用券種別】【利用券種別】

区 分 定 期 券 普通券・回数券等

通勤定期 通学定期 定期計 （定期外）

乗車人員（人） ４４７（15.4%） ９９７（34.3%） １，４４４（49.7%） １，４５９（50.3%）

輸送密度（人/日） ２４ ７９ １０３ １２１
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（３）調査結果の分析

①乗車人員

・ 平成47年（開業予定年）における函館線（函館・小樽間）の普通列車の乗車人員は３，３７３，３７３，３７３，３７

２人２人２人２人（現況5,250人から▲35.8％）、開業10年後の平成57年は２，９０３人２，９０３人２，９０３人２，９０３人（同▲44.7％）となって

いる。これは、沿線市町の人口減（H47▲30.1%、H57▲41.3%）が主な要因であり、特に通学利

用が期待される就学年齢人口（15～19歳）の減少幅が大きくなっている（H47▲50.4%、H57

▲58.2%）。

・ 利用券種別では、生産年齢人口（15～64歳）及び就学年齢人口の減少に伴い、通勤・通

学を合わせた定期券の割合が現況の約６割（58.9％）から、平成47年には約５割（49.9％）に

減少する。

・ 区間別では、平成47年で函館・長万部間が１，９７７人（現況2,913人から▲32.1％）、長万部

・小樽間が１，３９５人（同2,337人から▲40.3％）となっており、長万部・小樽間の方が減少率

が大きくなっている。

【区間別乗車人員の比較（Ｈ２３・Ｈ４７・Ｈ５７）】【区間別乗車人員の比較（Ｈ２３・Ｈ４７・Ｈ５７）】【区間別乗車人員の比較（Ｈ２３・Ｈ４７・Ｈ５７）】【区間別乗車人員の比較（Ｈ２３・Ｈ４７・Ｈ５７）】

②輸送密度

・ 平成47年（開業予定年）における函館線（函館・小樽間）の普通列車の輸送密度は２６３人２６３人２６３人２６３人

/日日日日（現況395人/日から▲33.4％）、開業10年後の平成57年は２２４人２２４人２２４人２２４人（同▲43.3％）となってお

り、乗車人員とほぼ同様の推移となっている

・ 区間別では、平成47年で函館・長万部間が237人/日（現況326人/日から▲27.3％）、長万部

・小樽間が286人/日（同467人/日から▲38.8％）となっており、長万部・小樽間の方が減少率

が大きくなっている。
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・ 函館・渡島大野間は、平成47年で1,072人/日（現況1,515人/日から▲29.2％）となっている。

なお、これは人口減の要素のみを基に推計した数値であり、新函館（仮称）駅における新幹

線乗降客のうち、函館駅方面とのアクセス列車を（乗継）利用する客数は見込んでいない。

【区間別輸送密度の比較（Ｈ２３・Ｈ４７・Ｈ５７）】【区間別輸送密度の比較（Ｈ２３・Ｈ４７・Ｈ５７）】【区間別輸送密度の比較（Ｈ２３・Ｈ４７・Ｈ５７）】【区間別輸送密度の比較（Ｈ２３・Ｈ４７・Ｈ５７）】

【函館線（函館・小樽間）沿線の人口推計 ＜参考＞ 】【函館線（函館・小樽間）沿線の人口推計 ＜参考＞ 】【函館線（函館・小樽間）沿線の人口推計 ＜参考＞ 】【函館線（函館・小樽間）沿線の人口推計 ＜参考＞ 】

減 少 率

区 分 H22年推計（人） H47年推計（人） H57年推計(人)

H22→H47 H22→H57

函館・小樽間総人口 ５９８，０２１ ４１７，９１４ ３５１，２３２函館・小樽間総人口 ５９８，０２１ ４１７，９１４ ３５１，２３２函館・小樽間総人口 ５９８，０２１ ４１７，９１４ ３５１，２３２函館・小樽間総人口 ５９８，０２１ ４１７，９１４ ３５１，２３２ ▲ 30.1% ▲ 41.3%

生産年齢人口 ３６５，０６８ ２１８，１９４ １８３，８５６ ▲ 40.2% ▲ 49.6%

就学年齢人口 ２７，１２５ １３，４５９ １１，３４０ ▲ 50.4% ▲ 58.2%

函館・長万部間総人口 ４０３，９９２ ２８９，１９０ ２４７，８６８函館・長万部間総人口 ４０３，９９２ ２８９，１９０ ２４７，８６８函館・長万部間総人口 ４０３，９９２ ２８９，１９０ ２４７，８６８函館・長万部間総人口 ４０３，９９２ ２８９，１９０ ２４７，８６８ ▲ 28.4% ▲ 38.6%

生産年齢人口 ２４９，８１７ １５２，７６９ １３１，１５８ ▲ 38.8% ▲ 47.5%

就学年齢人口 １８，７０８ ９，４５０ ８，１１９ ▲ 49.5% ▲ 56.6%

長万部・小樽間総人口 ２００，１４３ １３１，７０２ １０４，８３３長万部・小樽間総人口 ２００，１４３ １３１，７０２ １０４，８３３長万部・小樽間総人口 ２００，１４３ １３１，７０２ １０４，８３３長万部・小樽間総人口 ２００，１４３ １３１，７０２ １０４，８３３ ▲ 34.2% ▲ 47.6%

生産年齢人口 １１８，５６７ ６６，７６１ ５３，３５７ ▲ 43.7% ▲ 55.0%

就学年齢人口 ８，７６３ ４，１３５ ３，２８３ ▲ 52.8% ▲ 62.5%

※長万部町の推計人口は「函館・長万部間」と「長万部・小樽間」の両方に含まれる。

※「生産年齢人口」は労働力の中核をなす15～64歳の人口層で、当調査では通勤定期利用者の推計

に活用。「就学年齢人口」は高等学校等への就学が見込まれる15～19歳の人口層を表し、同じく通

学定期利用者の推計に活用。


